
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ○ 一部委託 ● 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 ■ 実施 □ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

施設整備までの当面の対応として、暫定的な活動拠点を設置し、障がい者スポーツに関するソフト事業を展開することで、障がい者スポーツに関
わる人の人材育成やノウハウの蓄積、関係者・団体等とのネットワーク形成を推進していく。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

障がい者スポーツセンターの必要性について一定程度理解が得られたものの基本構想策定には至らず。ソ
フト事業の充実や、暫定的な活動拠点の検討を行ったうえで令和７年度中の策定を目指す。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

検討・調査 基本構想策定 基本構想未策定 基本構想策定

↓

アウトカム
成果指標1

障がい者スポーツセンター基本構想策定 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

検討・調査 基本構想策定 基本構想未策定 基本構想策定

人工

指標

アウトプット
活動指標1

障がい者スポーツセンター基本構想策定 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

0.5 人工

令和7年度予算額 2,500 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量 1

正規職員業務量 0.5 人工

令和6年度決算額 12,289 千円 うち特定財源 5,000 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 0.5 人工

令和6年度予算額 13,000 千円 うち特定財源 0 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

障がいの有無にかかわらず、誰もが生きがいを持って生き生きと暮らせる共生社会を実現する。

他都市の状況

全国に２９施設が存在し、スポーツを通じた社会参加の促進や健康の維持増進、共生社会の実現等に寄与している。
なお、人口１００万人以上の政令指定都市のうち、障がい者スポーツセンターが設置されていない都市は、札幌市のほか、仙台
市と川崎市の３市のみである。

市民参加の実施

令和5年度決算額 8,358 千円 うち特定財源 5,000

施策名 誰もがスポーツを楽しみながら、心身共に健康で充実した生活を送

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

令和４年３月に策定された第３期スポーツ基本計画では、障がい者がスポーツを通じて社会参画できるよう
、障がい者スポーツの実施環境を整備するとともに、一般社会に対する障がい者スポーツの理解啓発に取り
組むことにより、人々の意識が変わり、共生社会が実現されることを目指しており、障がい者のスポーツ実
施率４０％程度を目標に掲げている。また、令和５年６月スポーツ庁のスポーツ審議会健康スポーツ部会障
害者スポーツ振興ワーキンググループで示された中間まとめでは、障がい者スポーツセンターを広域レベル
（都道府県単位）で１つ以上整備することが提言されている。これらを踏まえ、スポーツを通じて共生社会
の実現を目指す札幌市においても、障がい者がスポーツに取組むことができる環境の整備が必要である。

事業内容
（何を実施し）

障がい者スポーツの活動拠点整備に向けて、施設に求められる機能・性質など、あらゆる観点から検討を進
め、障がい者スポーツセンター基本構想を策定する。
令和６年度は基本構想の策定に向け、現状や課題を明確にするとともに、札幌市障がい者スポーツの将来像や障がい者ス
ポーツセンターの基本理念や施設の基本要件等について整理するための業務委託を実施。

事業名 障がい者スポーツセンター検討調査費

評価担当課 所   属 ス）スポーツ部　企画事業課 電話番号

事業評価調書

年度 令和6年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 38628


